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研究成果概要 

 本研究は、夏期の乗鞍観測所にて、身近な粒子加速現場である雷雲及び落雷現象と二

次宇宙線との関係を調べることが目的である。高地での観測は加速現場の雷雲に近いと

いうメリットがある。標高 4000m 以上に行なわれているチベット実験や ALPACA 実験の

サイトでの研究のためのテスト実験でもある。2019 年度までは、大気電場計、気象観測

器等による環境モニター、雷γ線観測用ガンマ線検出器や空気シャワー観測装置を設置

し、観測を行ってきた。2020 年度はコロナ禍のため規模を縮小して観測を行ったが、本

年度はより厳しい状況となり観測は断念した。現地視察に１度行った際、観測所に残し

ている装置と屋外敷設のケーブルの状態を確認し、再度防湿・防水・雪対策を行った。  

 次年度は、WiFi 対応のガンマ線検出器（Cogamo-Wifi）の導⼊に向けて準備をしてい
る。現⾏の装置とのデータの⽐較をする予定である。 
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